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特 集
理学療法士 　青木  大志

スポーツ傷害予防に対する当院の取り組み
リハビリテーション課　一般病棟・外来 主任

１．アライメント(位置関係)
２．関節弛緩性(関節の柔らかさ)
　．股関節、膝関節、足関節をチェック(写真①)
３．タイトネス(身体の固さ)
　．体幹、足関節、大腿四頭筋をチェック(写真②)
４．筋力
　．膝関節屈曲、伸展筋力を計測(写真③)
５．バランス

　スポーツはアスリートのみならず、年代や性別を問わず、多くの人々に広まってきています。その背景により、スポーツ傷害
は年々増加の傾向を示しており、スポーツ傷害に対する予防の重要性が高まっています。

　当院ではスポーツによって怪我をして、入院・手術を受ける方、その後リハビリテーションを行いながら、スポーツ復帰を
目指す方等、様々な方がいらっしゃいます。その中でも私は特に中学、高校の3年間という短い時間の中で怪我をされ、満足
に部活動が出来ず、悔しい思いをする方を少しでも減らしたいと感じていました。怪我をされ、病院を受診された方だけを
治療対象とするのではなく、今はまだ怪我をされてない方が今後も怪我をせずにスポーツを楽しみ、打ち込めるように私達
に何か出来ることはないかと考えていました。そして、数年前に高校生に対する医学的サポートの依頼を受けたことが当院
のスポーツ傷害予防への取り組みの始まりです。

　今回、私達は小学生のミニバスケットボール選手約30名に対して傷害予防をテーマにした講習会開催のご依頼を頂きま
した。皆さんの中には、小学生の頃から傷害予防について考える必要があるのかと疑問に思われる方もいらっしゃるかもし
れません。しかし、高校生を対象とした調査では、足関節捻挫等の怪我を過去に経験している選手は非常に多く、小学生の頃
から予防に取り組んでいく必要性を感じています。最初の怪我を予防出来れば、自ずと再発例がなくなり、スポーツに取り組
むことが出来る時間が確保され、選手として活躍・活動出来る時間が
延びる可能性もあると考えています。

　傷害予防をテーマにした講習会を開催するにあたり、医療法人Ｎク
リニックで理学療法士としてご活躍されている沼澤 俊様をお招きし、
『メディカルチェックを用いた足関節捻挫予防への取り組み』というテ
ーマでご講演頂きました。沼澤様は、一般財団法人大阪府バスケット
ボール協会医科学委員として、大阪府バスケットボール協会に長年関
わられています。そこで傷害予防の重要性やメディカルチェックの測
定項目や方法、その解析結果等について分かり易く解説して頂き、多
くのことを学ぶことが出来ました。
 
　講習会開催前にメディカルチェックシートを用いて事前にアンケート調査を行いました。年齢、性別、身長、体重、スポーツ
経験年数といった基本的な情報や、既往歴や痛みを抱えている部位、困っていること等の傷害についての情報を収集し、各
選手の状況把握を試みました。

　そして当日は、選手や保護者にスポーツ傷害の問題点を認識して頂く目的で、「バスケットボールに多い怪我」、「怪我をし
た後の対処方法」を紹介しました。具体的にはバスケットボールのどのような動きや状況で怪我をしやすいのか、実際に受
傷シーンの動画を添えて説明し、怪我が身近な存在であることを認識して頂きました。
　対処方法に関しては普段、何気なく行われることが多いアイシングの重要性についてお話をさせて頂きました。
　続いて、「傷害の原因(リスク)」を明らかにする為、全選手のメディカルチェックを下記の5つの項目について測定しました。
測定をしてみると、踵をつけて床にしゃがむことが出来ない選手や土踏まずが低く、扁平足になっている選手、左右の脚の
筋力のバランスが悪い選手等、様々な特徴を持った選手が見つかりました。また、個別に話をしている中で何らかの痛みを
抱えながらプレイをしている選手も多々見受けられました。

写真③写真②写真①



新しい牽引ベッドを購入しました
三宅リハビリテーション病院 new  employee　Introduction 

入職紹介新新
法人事務

表紙写真
表紙の写真は中学生の職場体験の様子です。薬局で内服液の調合をカルピスで作るなど、楽しんで体験

していました。少しでも医療に興味を持ってくれたら嬉しいです。

　このメディカルチェックの結果からチーム全体の現状を踏まえ、選手や監督・コーチ、保護者へ傷害予防プログラム（セル
フストレッチング・トレーニング方法・適切な動作）の指導を行いました。

　講習会を通じて、我々理学療法士だけでは子どもの意識や行動変容をもたらすことは難しく、子どもに大きな影響を与え
る保護者や指導者との連携、相互理解が不可欠であると感じました。また、保護者や指導者に対して、正しい情報を提供する
ことは理学療法士の重要な役割であると改めて認識することができました。今回指導した傷害予防プログラムを選手個人や
チーム全体で取り入れ、それを継続して実施した結果、傷害発生リスクや傷害発生件数が多少でも減少すれば、介入の効果
や有効性があったと言えるのではないかと思います。様々な特徴を持った選手がいる中で、個々の特徴に合わせた多様性の
ある運動指導を実践でき、一人でも多くの方が怪我をせずにスポーツを楽しみ、打ち込めるよう、今後も努力していきたい
と思います。

介護福祉士
木村  大介

事務
岡  望

平成30年8月～平成30年10月入職

よろしくお願いします

牽引ベッドの目的
主に骨折の整復と固定を行います。
牽引は、骨折の整復（正しい位置に戻す）を目的として行わ
れる治療法です。骨折すると、筋肉の収縮する力に骨が引っ
張られる事で、骨折部は短縮転位を起こします。そのため、
正しい位置に保つ事ができません。そのまま固定されると、
骨がずれた状態のままになります。
手術用牽引ベッドでは、図のように両足を固定して、下肢を
引っ張る（牽引）事で骨折部の整復
をします。
手術前に、骨折部を正しい位置に
戻してから手術を行います。

・
・

・

・



? AGEs(最終糖化産物 )って何︖

? AGEs を改善するには︖

朝ご飯のウェイトを
大きくしよう !

食べ始めは野菜や
海藻・キノコから !

筋力UPで糖代謝もUP!
筋量を増やそう !

定期的な運動で糖を代謝
AGEs を作りにくく !

昼食~夕食の間隔は
あけすぎ注意 !

毎食副菜を増やして
野菜増し増しで !

サラマンダーをご利用中のお客様は

1 回の検査料で 2週間毎 5 回測定いたします。
＊詳しくはサラマンダーフロントまでお問い合わせください。

Sala
特典

　ＡＧＥｓとは、食事などで過剰に摂取した糖とヒトのカラダを主に構成して
いるタンパク質が結びつくことで体内に生成される物質で、最終糖化産物と呼
ばれ、人の加齢現象や健康にかかわる物質として、近年研究が進んでいます。
　肌、血管、骨なども主にタンパク質から出来ており、このたんぱく質と糖が
結びついて、糖化が進むとタンパク質は本来の働きが出来なくなり、体の機能
に様々な変化が生じます。

? AGEs で何が
判るの︖

　健 康 的 な 生 活 を
送っている人は加齢
に 伴 うＡＧＥｓの 蓄
積はそれほど多くあ
りませんが、不適切
な食生活や生活習慣、
運動不足などにより
不健全な老化をして
い る 人 はＡＧＥｓの
蓄積は急激に増加し
ていきます。そのた
め、ＡＧＥｓスコアは
「生活習慣の成績表」
ともいえます。

? 受けた後は︖
　ＡＧＥｓス コ ア は
生活の改善に伴い変
化します。適切な身
体管理の為、約二週
間に一回の継続した
測定をお勧めします。

健康増進施設サラマンダー

サラマンダーをのぞいてみよう！

Vol.21

AGEs( )最終糖化
産物

指先一つで始める健康管理

長時間
空腹

!!

朝
夜

昼



みやけに来てから８年になります。初めは人見知りだ
ったけど、今ではすっかりお喋りになりました。痛かっ
た膝も今は痛くありません。夫もここに来て元気になり
ました。子供にも「みやけに行っていなかったら寝たき
りになっていた」と言われました。(夫婦でご利用：奥様)

ここに来ているおかげで
元気になりました。家でじ
っとしているだけでは、身
体も良くならないのでここ
でしっかりと運動をして悪
くならないようにしたいと
思います。これからも夫婦
で助け合いながらがんば
ります。　　　　　(ご主人様)

くも膜下出血を発症して最初はとても辛かったけど、
色々な人と関っていくうちに前向きにがんばろうと思
うようになりました。商店街や中央公園を歩いたり、言
語療法を受けたり毎日がんばっています。リハビリを
して動けるようになったら、病気で苦しんでいる人の
心のケアが出来るようなボランティアをしたいと思っ
ています。　　　　　　　　　　　　(60歳代女性)

みやけさんに週２回休まず来させていただいていま
す。最初は手が腫れて力が入りませんでした。リハビ
リのおかげで今まで開けることができなかったペット
ボトルの蓋が開けられるようになりました。まだまだ
できないこともありますが、これからもできることを増
やしていきたいです。　　　　　　　  (80歳代女性)

最初は歩いている時にふらつくことが多かったけど、リ
ハビリを続けてふらつきが少なくなりました。阪神タイ
ガースが好きで、阪神戦を見るために大阪に行くこと
もできました。まだまだ長い距離は歩けないけど、頑張
って体力をつけていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　(70歳代男性)

通所だより
今年の夏は厳しい暑さになりましたが、ご利用者様は暑さに負けず元気にリハビリに取り組まれていました。
今回はご利用者様からたくさんのお声をいただいたので、その一部をご紹介します。
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一般財団法人三宅医学研究所

○三宅リハビリテーション病院
○セントラルパーククリニック
○健康増進施設サラマンダー
○ケアプランセンターみやけ
○訪問看護ステーションみやけ
○Ｍ Ｍ Ｉ パ ー キ ン グ

高松市天神前5-5

facebookhome page “いいね”をお待ちしています！

Miyake Medical Inst i tute Group

　指定訪問看護ステーションみやけは、平成13年4月に開設し、介護保険制

度とともに活動してきました。当初は脳血管疾患により胃ろう造設術等を施

行し、経管栄養や吸引が必要な利用者様へのサービス提供が多く、日々駆け

回っていました。ご縁があって訪問させて頂いた方々は要介護４や要介護５

の方で、介護を行うご家族もご高齢ながら注入や吸引もきちんと行い、住み

慣れたご自宅で落ちつき、穏やかな療養生活を過ごされ、最期の看取りも行

い、ご夫婦共に人生を全うされていました。医療処置や身体的ケア、日々の

相談等の対応を行い、生活の質を確保することを目指しました。

　訪問看護を通して、どのような疾患、どのような健康レベルの段

階でも、リハビリテーション(以下、リハビリ)の必要性や重要性を

痛感するようになりました。歩行・立位・座位・臥床と、年齢を重

ねる間に、機能は低下していきます。身体機能の維持の困難さを感

じるようになりました。

　平成26年に、病院の訪問リハビリスタッフ（理学療法士・作業療

法士・言語聴覚士）が訪問看護ステーションに加わりました。訪問

看護業務の一環としてのリハビリを行う事が出来るようになり、よ

り専門的なリハビリや、病院と連携してスムーズな在宅への移行、

早期にリハビリの定着が行えるようになりました。身体機能・動作

能力の向上とともに転倒予防や環境調整(福祉用具の選定など)を一

緒に考え、自立した日常生活を営むことができるように効果的なリ

ハビリを行っています。

　看護とリハビリの体制構築に時間がかかりましたが、情報共有や

カンファレンス等を行いながら、利用者様に対して、それぞれの視点

や目標を出し合い、お互いが切磋琢磨できるようになっています。

　平成30年度介護報酬改定において、看護スタッフとリハビリスタッフがそ

れぞれの視点を持ちながら連携することによる質の高いサービスの提供を行

うことが求められています。今後も多職種のチーム力で利用者様に喜ばれる

事業所に成長していきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

訪問看護ステーションみやけ
TEL：087-812-5550

訪問看護ステーションみやけ【連載】⑦訪問事業所の現状と今後

Ｈ３０年１月

Ｈ２２年６月


